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「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先 ●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 秘書広報課広報広聴担当 行

「#岡谷市」「#okaya」「#お買い物するなら岡谷」をつけて岡谷を盛りあげよう！

このコーナーでは、 市内のいろいろな “映える” 写真を紹介していきます。
みなさんもインスタグラムで身近なおかやを発信してみませんか？

Okaya
Toriaruki Okaya!

※写真は商業観光課インスタグラム、岡谷市観
光協会インスタグラムに掲載されているもの
です。
※掲載希望についてはお問い合わせください。

問合せ●商業観光課（内線1453）

おかや撮り歩き

Okaya
Toriaruki_Okaya!

Okaya
Toriaruki_Okaya!

     岡谷の魅力を発信

商業観光課
インスタグラム
「enjoy_okaya」

岡谷市観光協会公式
インスタグラム
「tabitabi_okaya」

#メリノ　#絶品キッシュ　# 999匹の羊
#岡谷市　#お買い物するならおかや

フランス総菜「メリノ」のキッシュ
サクサクとふわふわで文字通り絶品！
その場で選べる料理いろいろ

#岡谷市　#風呂敷　#シルク
#オール岡谷産　#岡谷市観光協会

オール岡谷産シルクの風呂敷
「繭」「糸」「織」のすべてが『岡谷』
ヒト、モノ、ストーリーを紡いだ結晶
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警
察
官
が
わ
が
家
に
来
て
、家
族
や

地
域
の
こ
と
を
確
か
め
て
い
き
ま
し

た
。
だ
ま
さ
れ
て
カ
ー
ド
を
渡
し
た

り
、暗
証
番
号
を
教
え
た
り
す
る
人
が

い
る
こ
と
を
聞
い
て
、信
じ
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。犯
人
に
と
っ
て
岡
谷

は
交
通
の
便
が
よ
く
、電
車
で
逃
げ
て

い
く
に
は
便
利
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

Ｓ
・
Ｎ
さ
ん（
川
岸
西
）

▼
家
族
へ
の
思
い
に
つ
け
こ
ん
だ
卑

劣
な
犯
罪
は
本
当
に
許
せ
ま
せ
ん
。

年
々
、
手
口
が
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐

欺
。
わ
た
し
は
、
う
ち
の
親
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
て
も
、慌
て
る
と
正
常
な

判
断
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、対
策
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
岡
谷
市
は
諏
訪
地
域
で
人

口
が
一
番
多
か
っ
た
。
し
か
し
今
は

５
万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。人

口
増
の
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｋ
・
Ａ
さ
ん（
山
手
町
）

▼
少
子
高
齢
化
、東
京
の
一
極
集
中
な

ど
の
影
響
で
、多
く
の
地
方
自
治
体
が

人
口
減
少
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

今
月
号
の
特
集
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
、
岡
谷
市
は
地
域
創
生
推
進

課
を
設
置
し
、人
口
減
少
対
策
に
一
層

の
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。自
然
環
境

や
働
く
場
所
、都
心
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
、
文
化
、
歴
史
な
ど
、
多
く
の
魅
力

を
市
内
外
に
発
信
し
、
移
住
、
定
住
の

促
進
に
努
め
ま
す
の
で
、市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
や
遠
出
を
ひ
か

え
る
日
が
続
く
な
か
、広
報
お
か
や
の

美
術
館
情
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

地
元
を「
ア
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
」す
る
の

も
気
分
転
換
に
な
り
楽
し
い
で
す
ね
。

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん（
川
岸
中
）

▼
「
ア
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
」
い
い
で
す

ね
！ 

岡
谷
市
は
美
術
館
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
遺
跡
や
文
化
財
が
点
在
し
て

い
ま
す
。健
康
推
進
課
で
配
布
し
て
い

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
は
、市
内

の
近
代
化
産
業
遺
産
や
文
化
財
を
歩

い
て
ま
わ
れ
る
コ
ー
ス
が
載
っ
て
い

ま
す
。春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の

ご
ろ
、
市
内
を
散
策
し
な
が
ら
文
化

財
を
め
ぐ
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

３
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

30広報おかや 4月号 2022



みんなのページ ◆ こうずらほうずら

クロスワードパズル

脳トレにいかがですか？

広報クイズ
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ド グ ウ 　 カ タ
ミ 　 ナ ガ モ チ
ニ チ ギ ン 　 バ
カ リ 　 メ ジ ナ
　 ト レ ン ド 　
ト リ イ 　 リ オ

◆ヨコのカギ
 1 横河川の桜、タテ1、次はこの公園のツ

ツジですね
 5 ○○○○参上、○○○○解決。懐かしの

ヒーローです
 7 ここの堤公園の桜もきれいです
 9 家屋の大敵シロ○○は○○科ではないっ

てご存知でした？
10 春です。17日に○○○○公園もオープン
12 市内で一番○○にある小学校は上の原小
13 シルクファクト。○○○博物館
15 盆に返りません

◆タテのカギ
 1 市役所から田中線まで○○○川沿いの

八重桜も見事ですね
 2 松本市出身、草間彌生の特徴といえばこ

の模様
 3 長野県最南端の村
 4 このバスも間もなく始まります
 6 旅行添乗員。略して
 8 企業が従業員に貸与する住居
11 とても小さいこと。この加工が得意な企

業が岡谷市にはたくさんあります
12 募金⇔
14 ○○ her her hers

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと
言（特集テーマや、市政、広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-
8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。4月11日必着。

（ひと言は「こえ」 に掲載させていただく場合があります）
●3月号の答えと当選者

 「ドウガカンドオリ（童画館通り）」
正解数48通（応募総数54通）のなかから抽選で、T・Iさん

（神明町）、M・Mさん（赤羽）、M・Yさん（川岸東）、Y・N
さん（若宮）、N・Gさん（川岸東）に、ロマネット入浴券をお
送りします。

問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷市
に関係のある言葉ができます。それを
答えてください。正解者のなかから抽
選で5名に、ロマネット入浴券をプレ
ゼントします。
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市
長
随
想
�
】

「『
シ
ル
ク
岡
谷
』
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
」

135

昭
和
11
年
４
月
１
日
に
誕
生
し
た
岡
谷
市
は
、
本
年
市
制
施
行
86
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
製
糸
業
で
栄
え
た
「
諏
訪
郡
平
野
村
」
は
、
昭
和

初
期
の
世
界
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
不
況
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
製
糸
業
の
不
振
に

沈
滞
し
が
ち
な
村
民
を
心
機
一
転
奮
起
さ
せ
、
多
角
的
な
工
業
都
市
と
し
て
再
出
発

す
る
た
め
、
村
と
し
て
日
本
一
人
口
の
多
か
っ
た
「
平
野
村
」
か
ら
町
制
を
経
ず
、
一

気
に
市
制
を
施
行
し
、「
岡
谷
市
」
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
市
制
施
行
の
適
格
要
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
庁
舎
の
整
備
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
資
金
が
不
足
す
る
中
、
村
長
の
今
井
梧
楼
が
、
製
糸
家
の
尾
澤
福
太
郎
氏
に
寄
附

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
尾
澤
氏
は
一
晩
考
え
た
後
こ
れ
を
快
諾
、
多
額
の
私
財
を
寄
附

し
、
市
制
施
行
直
前
の
昭
和
11
年
３
月
、
旧
岡
谷
市
役
所
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
、
外
壁
が
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
張
り
の
当
時

と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
も
の
で
、
平
成
17
年
に
は
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
さ
ら
に

平
成
19
年
に
は
経
済
産
業
省
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
に
認
定
さ
れ
、
明
治
以
降
の
日

本
の
近
代
化
を
支
え
た
「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
歴
史
を
有
形
で
現
在
に
伝
え
、
完
成
か
ら

今
日
ま
で
岡
谷
市
と
と
も
に
歴
史
を
刻
み
、
岡
谷
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
建
物
の
経
年
劣
化
が
進
み
、
こ

の
ま
ま
で
は
往
年
の
姿
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
態
と
な
り
、
建
物

の
保
全
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆

様
か
ら
も
保
全
を
望
む
声
や
、
寄
附
の
申
し
入
れ
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
６
月
「
旧
岡
谷
市
役
所
庁
舎
保

全
基
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、
基
金
に
は
市
民
の

皆
様
を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
く
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
基
金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
る
と
と
も

に
、建
物
の
計
画
的
な
保
守
、修
繕
、改
修
な
ど
に
活
用
し
、

市
民
、
岡
谷
市
、
国
が
誇
れ
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る

旧
庁
舎
を
、
し
っ
か
り
後
世
に
残
す
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「ことりのくに」1956年　武井武雄
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人口の動き（令和4年2月1日現在）
人　口	 46,841人	 前月比	 −89	 前年同月比	 −715
世帯数	 19,052世帯	 前月比	 0	 前年同月比	 −314
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　直近100年間の年平均気温は世界で0.73℃、日本で
1.28℃上昇したと言われています。このまま高い水準で温
室効果ガスの排出が続くと、数十年後には長野県でも年平
均気温が5℃上昇する可能性があり、気候変動や生態系の
変化などわたしたちの生活にも深刻な影響を与えることが予
想されます。

　地球温暖化を食い止めるためには、市民、事業者、行政
が連携して取り組む必要があります。今回の宣言を通じて、
わたしたち一人ひとりが環境への関心を高め、具体的な取
り組みを始めていきましょう。

２０５０年 岡谷市ゼロカーボンシティ宣言
　近年、世界各地で記録的な高温や大雨、干ばつなど自然災害
が頻発しており、地球温暖化による異常気象の影響は深刻化して
います。県内においても集中豪雨などによる大規模な被害が発生
しており、岡谷市では、２００６年、２０２１年に発生した大雨による
土石流により、尊い人命が失われ、甚大な被害を受けました。
　このような危機的状況の中、２０１５年に合意されたパリ協定に
おいて、「世界的な平均気温の上昇を、産業革命前と比べ１.５℃
に抑える努力をする」目標が広く共有されています。
　国においても、２０２０年に「２０５０年カーボンニュートラル」を宣
言するなど、地球温暖化に対する動きは加速しています。
　岡谷市では、２０２０年に「第４次岡谷市環境基本計画」を策定し、

「あふれる緑と清らかな水につつまれたまちをめざして」を望ましい
環境像として、市民・事業者・行政が連携・協力のもと、その実
現に取り組んできました。
　今後もその理念を継承し、かけがえのない地球環境を次世代
に引き継ぐため、「第２次岡谷市地球温暖化対策実行計画」を策定
し、２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロとする「ゼロカーボ
ンシティ」の実現を目指すことを宣言します。

　２０２２年 ３月22日　

岡谷市長 　　　　   　　　  

問合せ●環境課（内線1445・1446）

２０５０年

岡谷市
ゼロカーボン
シティ宣言

詳しくは10ページ▶

ゼロカーボンシティとは？
2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることをめざす
旨を、首長が公表した自治体のことです。（環境省より）

岡谷市は、2050年までに二酸化炭素

排出量実質０
ゼロ

をめざします


